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 余ハ嚢＝絢鰺酸曹達含有家兎血液二就キ，開放セル試験管内ト室氣＝可及的鰻レザル様密

封セル注射器内トニ於テ二二エオジン嗜好性白血球ノ核移動二差異アルヲ認メ，其差異ノ原

因ヲ追究セント欲シ，先ヅ爾容器内＝於ケル核移動二樹スル振盗作用ノ影響ヲ槍セリ．其成

績二依レバ假性エオジン嗜好性白血球ノ著シキ右方移動ハ血液ノ振盤ニョリテ惹起セラル・

モノナラズシテ，血液ト二二トノ接燭，不接鰯鮨關係スルモノノ如ク思考セラvクリ．依ツ

テ本實験二於テハ血液ト室町トノ下汐，酸素及ビ炭酸瓦斯ノ白血球ノ核移動二劃スル影響ヲ

槍シタリ．尚併セテ開放試験管内血液＝於テ蒸獲ニヨル水分ノ減少ヲ防グベク蒸溜水追加セ

シ際二於ケル白血球ノ核移動ヲモ検セリ．
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自血球ノ核移動二關スル研究補遺 t2263

     第1章開放試験管内家兎血液二時々蒸溜水ラ微量ヅツ注加

       セシ際昌於ケル癌性エオジン嗜好性白血球ノ核移動

 凝固防止剤含有血液ヲ栓ヲ施サ“ル試験管内二放置スレバ，水分蒸獲シ，血液ハ濃縮シ粘

張性ヲ増ス隣県然ナリ．無二余ハ開放試験管内二於ケル家兎血液：假性エオジン嗜好性白血球

ノ張度ノ右方移動臨書ハ水分蒸襲シ血液ノ濃縮二由ルモノナランカト疑ヒ，本實幸田於テハ

時々蒸溜水ヲ横車シテ元容積ヲ保タシメタル血液二就キ核移動ヲ槍シタリ．

           一  第1節實験方法
 試験管内二丁取セシ二二酸曹達（0．5％ノ割合）含有家兎耳静脈血液ヲ栓ヲ施サズ，37。C艀竈内二貯へ，

可及的元容積ヲ保タシメルタメニ3，6，9，12，18，24時間後二才テ滅菌蒸溜水ヲ管壁二沼ヒ，微屋ヅ

ツ注加シ，静二振盈シヨク混和シ，而シテ24時聞二二於ケル假性エオジン嗜好性白血球ノ核移動ヲ塗抹固

定標本ヲ製シ，槍索セリ．

 本實験及ピ後述ノ實験二身ケル塗抹固定標本ノ染色法，核移動ノ検査法ハ一報ノ如クニシテ，使用セシ

試験管（内径約1・5cm，長サ7．7cm），注射器（5cc）等電畜重滅菌セシモノナリ．

               第2節實験 成 績

 前述ノ方法＝ヨリ時々微量ノ蒸溜水ヲ注加セシニ，注加量多量ナリシタメ24時間後二於ケ

ル重量ハ探血直後＝於ケルヨリモ却ツテ少々増量セリ．24時間三二於ケル假性エオジン嗜好

性白血球ノ核移動ハ第1表二示ス如ク＝シテ，張度ノ右方移動ヲ示セリ．

第1表  試験管内家兎血ieq ＝”於テ時々微量ノ蒸溜水ヲ注加セ

    シ際二於ケル假性エオジン嗜好性白血球ノ核移動

實 験 脛 過 観 察

回 数 時 間 細胞数

各核型細胞数（％）
i 1 ii 1 ii［ ］ rv 1 v 1 vi

  探血直後  99  40．4 39．4 14・1 4．0 1・0 1・0
1
  24時間    100    12．0  29．0  35．0   16．0   5．0   3．0

2
採血直後

Q4時闇

99

P00

40．4

Q5．0

39．4

R0．0

14．i

Q6．0

4．0

P4．0

1．0

R．0

1．0

Q．0

平均核数

1．89

2．82

1．89

2．46

               第3節本章ノ総括

 試験管内n探取セシ絢構酸曹達含有家兎血液ヲ栓ヲ施サズ37℃艀竈内二貯へ，一定時間

毎二滅菌蒸溜水ヲ微量ヅ・注加シ，翻二振盤シヨク混和シ，而シテ24時間後立於ケル假性エ

オジン嗜好性白血球ノ核移動ヲ槍セシニ，彊度ノ右：方移動ヲ示セリ．此ノ右方移動ハ蒸溜水

ノ注四八ヨリ劣滲透塵性血液トナ1）シタメ＝非ザルコトハ，劣滲透墜性血液二於テハ核型ハ

左方移動ヲナストノ小野田氏ノ實験自訴シ明ラカナリ．
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     第2章 採血直後短時間室氣二二シタル後注射器内昌密封セ

      シ家兎血液二於ケル假性工’オジン嗜好性自血球ノ核移動

               第1節士験方法

 家兎耳静脈ヨリ室氣二審レザル檬注射器内二探取セシ棚縁酸曹達（O・5％ノ割合）含有血液（3cc）ノ2cc

ヲ小試験管内二二シ，残ノ1ccハ二三劉照トシテ室三二鯛レザル檬密封セリ．試験管内血液ハ暫時室氣

二五シタル後列ビ注射器内二1cc宛探取シ，室胞ヲ排除シ，可及的室一二燭レザル糠密封シ，封照ト共二

37℃艀竈内二貯へ，採血直後3，6，9，12，24時間後二於テ静二振盈シヨク混和シ，而シテ24時間後二重ケ

ル1段性エオジン嗜好性白血球ノ核移動ヲ検セリ、

               第2節實 験 成 績

前述ノ如キ方法ニヨリ家兎血液ヲ探血直後短時間塞氣二等シタル後注射器内＝塞単二燭

レザル様密封シ，370C鰐竈内二貯へ，24時間後＝於ケル四二エオジン嗜…好性白血球ノ核移動

ヲ検セシニ，其成績ハ第2，3表二丁セシ如クニシテ，24時丁丁二丁テハ右方移動ヲナシ，

其際ノ李一言数ハ丁丁直後ノ夫二樹シ104－151％準均127％・ヲ示セリ．而シテ其推移度ハ封

照帥チ可及的六二二二レセシメザリシ血液＝比シ少々強度ナリキ．

第2表  白血直後短時聞室戸二十シタル後注射器内一室自門鱗レザル檬

密封セシ家兎血液＝於ケル24時間後ノ四四エオジン嗜好性白血球ノ核移動

實 験

?数

経 i過

?間

注射器

ﾔ 號

各核 型 細 胞 数室氣二

i不鯛

観 察

ﾗ胞数 ・1・・1・・1ドvtvlV・
李均核数

採血醐＼1＼い・・1521371ユ・1・1■一壷6・
1 不制封照1〃137138122131－1－1エ9・
24時間

鯛
12 〃〃 42

Q6

29

R9

23

Q0

611

一4 ＝
1．91

Q．28

探四壁＼t＼［〃［65｝3・15｝一一1■L4・1

2 不制封照i〃159134171■一1－ir48
24時間

鯛

12
〃〃 55

R0

29

S4

10

P5

58 12

一1
1．68

Q．11

採・血鯛＼1＼1〃15・1371・・1・1L卜IL62
3 不適照［〃i6・1281g121■一1L52
24時聞

燭

12 〃〃 51

S1

32

R0

15

P9

28
一2 ＝

1．68

Q．00

探血直後1＼1 lL54

李 均 不副 ｝L64
24時間

燭 iL94
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第3表 第2表二二セシ24時聞後ノ亭均丁数ヲ採血

 直後ノ雫均核数二i封スル百分率＝テ示セシモノ

實 験
?鐵

燭 不
C 別

注射器

ﾔ 號
巽灘…霧織羅（％）

不倒封馴  ・・9
1

鯛

12 il：｝・3・

不燭園馴  ・・6
2

燭

12 ill｝・36      亭

不鰯園劇  g4
3

鰯

12 lll｝・・4

不制雪雑  ・・6
李 均

剛＼1 ・27
封シ卒均127％ノ比率ヲ示セリ．

2265

   第3節 本章ノ総括

 絢構酸曹達含有家兎血液ヲ採血

直後試駿管内二野シ，短時間室氣

二丁シタル後注射器内二室氣二燭

レ・ザル様密封シ，37℃艀竈内二貯

へ，一t闔條ﾔ毎二静二振堂シヨク

混和シ，而シテ24時聞後二於ケル

假性エオジン嗜好性白血球ノ核移

動ヲ槍セリ．其際二於ケル假性エ

オジン嗜好性白血球ノ核分葉ハ右

方移動ヲナシ，其推移度ハ謝照帥

チ塞氣二可及的燭レセシメザリシ

血液二比シ少々彊度ナリキ．帥チ

共際ノ亭血振数ハ採血直後ノ夫二

        第3章「アンプラ」内二野ケル家兎血液假性エ

             オジン嗜好性白血球ノ核移動

               第1節 實 験 方 法

 絢驚酸曹達含有家兎血液ヲ採血直後第1圏ノ如キ活栓付「アンプラ」（容積約2cc）内二満タシ，一方ヲ密

栓シ，他方ヨリ水流ポンプ」ニテソノ申ノ血液ヲ吸出シ，二二量トナセシ三密桧シ，二面ナキ状態トナセ

リ．：叉図面實三二於テハ上述ノ如ク室氣ナキ状態トナセシ後暫時ニシテ開栓シ，其後常二心乱二三セリ．

斯ノ如クニシテ一難ナキ状態叉ハ室氣二鯛レシメタル状態二置キタル「アソプラ」内家兎血液ヲ37℃艀竈

内二貯へ，3，6，9，12，24時間後二於テ静二振盧シヨク混和シ，而シテ12時間後叉ハ24時間後二於ケル

假性エオジン嗜好性自血球ノ核移動ヲ検セリ．

                第   1  圖

             ！，lb．・一一，一）一 t（’｛i7’II’一一一：”sii

                         、 へ

’t ’一 ＝’N

SY＿，＿        ノ

               第2節 實 験 成 績

          第1項室氣ナキ「アンプラ」内二於ケル核移動

前節二述ベシ如キ方法ニヨリ二二ナキ「アンプラ」内二三ケル家兎血液門門エオジン嗜好性

白血球ノ12時聞後脚ハ24時間後ノ核移動ヲ検セリ．

 「アンプラ」内家兎血液ヲ水流ポンプ」ニテ吸出シ，約孚量トセバ前晩ノ血液ハ直二暗赤色

ヲ呈セリ．

                   ［ 77 ）



 2266                大     、月

 粒餌エオジン嗜好性白血球ノ核移動ハac 4，5表二示セシ如クニシテ，12時間後＝於テハ

左方移動ヲナシ，早年核耳掛探血直後ノ夫二封シ88－95％誤爆92％ヲ示シ，24時間後＝於テ

ハ右：方移動ヲナシ，其際ノ平均核敷ハ探題直後ノ夫二樹シ101－118％雫均111％ヲ示セリ．

 塗抹固定標本上二三ケル假性エオジン嗜好性白血球ノ其他ノ形態的三見トシテハ，12時間

後二於テハー般＝細胞髄萎縮ノ傾向アレ共，退行性攣化著明ナラザルモノ可成リ多カリキ．

然シ細胞縮小シ核園形二濃染色シ，核網滑失セシモノ，共他核膨大シ，核網梢々不明トナレ

ルモノモ少数二出現セリ．24時間後二於テハー七二退行性攣化ヲ示シ，核膨大シ，中ニハ

核網不明トナレルモノ，核ノー・部融解セルモノ，亭亭ク融解シ穎粒ノミトナレルモノモ認メ

ラレタリ．

        第4表  室氣ナキ「アンプラ」中二於ケル家兎血液論証

           エオジン嗜好性白血球ノ12時間後ノ核移動

實験

回数

1

2

李均

経過

時聞

探血
直後
12時間

探血
直後
12時間

観 察

細胞数

100

tl

t／

t／

各 核 型 細 胞 数

1

48

66

50

60

II

43

29

42

31

［II

9

2

7

7

［v

3

1

2

v

採血
直後
12時聞

4s  均  核  数

回敷値

1．61

1．42

1．59

1．51

1．60

1．47

騰讐簿譜鐸二二（％）

100

88

100

95

100

92

第5表  室氣ナキ「アンプラ」tp ＝於ケル家兎血液假性

    エオジン嗜好牲白血球ノ24時聞後ノ核移動

各 核 型 細 胞 数          一? 均  核  数’實験

i品

経過

條ﾔ

観察1細胞釧   1

1 II 正II IV V VI 實数値 （2鱒間十二於ケ・岬十手）（％）
（採血直後二字ケル亭均核数）

1

探血
ｼ後24時閻
100

V

61

S1

29

S3

710 26 1一

＝
1．53

P．81

100

P18

2
採血
ｼ後24時聞

〃〃 43

R6

43

S2

14

P4

一7 ＝ ●一

P

1．71

P．96

100

P15

3

採血L
ｼ後24時間

〃〃 58

T7

32

R3

10

X

一1 ＝ ＝
1．52

P．54

100

P01

李均

探血
ｼ後24時間

1．59

P．77

100

P11

          第2項青書セシ「アンプラ」内＝於ケル核移動

前節ノ如キ方法ニヨリ「アンプラ」内家兎血液ヲ軒樋直後一旦室氣ナキ歌態二置キ，暫時

ノ早寒ビ「アンプラ」ヲ開ロシ，早早＝iレシメ，其儘37。C卿町内＝貯へ，而シテ24時間後・

二於ケル冷性エオジン嗜好性白血球ノ核移動ヲ槍セリ．

「アンプラJ内家兎血液ヲ水流ポンプ」ニテ吸出シ，約牛量トセシ際ハ血液暗赤色ヲ呈スレ

                   ［ 78 ）
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共，開栓スレバ直二鮮紅色二攣ジ，其後攣色セザリキ．

 假性エオジン嗜好性白血球ノ核移動ハ第6表二示セシ如クニシテ，24時闇後＝於テハ可成

リ張度ノ右方移動ヲナシ，華押ノ亭均核子ハ探血直後ノ二二封シ130一一144％雫均139％ノ比

率ヲ示セリ．

 塗抹固定標本上二二ケ・ル假性エオジン嗜好性白血球ノ其他ノ形態的所見1・シテハ24時間後

＝於テハ未ダ退行性攣化ノ著明ナラザルモノモアリシガ，一般二退行性攣化ヲ示シ，核膨大

シ，中＝ハ原形質内二二胞ヲ形成スルモノ，三二ノ不明ナルモノ，核ノ融解セルモノモ認メ

ラレタリ．

       第6表  開ロセル「アンプラj内二於ケル家兎血液雨性

           エオジン嗜好性白血球ノ24時闇後ノ核移動

二三

回数

1

2

3

牢均

縫過

言聞

下血
直後
24時間

採血
直後
24時間

探血
直後
24時間

探1血

直後
24時間

観 察

細胞敷

100

t1

11

11，

1！

tl

各 核 型 細 胞 数

1

42

19

58

32

58

32

II

42

36

28

28

28

36

III

13

29

12

23

12

27

IV

3

10

2

14

2

4

v

5

3

1

iVTI

1

李  均  核  藪

實数値

1，77

2．49

1．58

2．28

1，58

2．06

1，64

2．28

器難簿影壁雛翻（％）

100

141

100

144

10Q

130

100

139

               第3節本章ノ総括

 絢構酸曹達含有家兎血液ヲ特別ノ活栓付「アンプラ」内二於テ塞氣ナキ世態二置キ叉ハ採血

直後暫時室氣ナキ歌二二置キタル後「アンプラ」ヲ開ロシ，室六二燭レ得ル歌態ニシ，370C卿

竈内二品へ，「定時間毎二欝二下階シヨク混和シ，而シテ其時二於ケル假性エオジン嗜好性

白血球ノ核移動ヲ検セリ．共成績ハ次ノ如シ．

 1．室氣ナキ「アンプラ」内＝於テハ假性エオジン嗜…好性白血球ノ核分葉ハ12時間後＝テハ

左方移動ヲナシ，．李均核数ハ探血直後ノ夫二封シギ均92％ヲ示シ，24時間後二於テハ右方移

動ヲナシ，二二核藪ハ採血直後ノ夫二三シ雫均川％ノ比率ヲ示セリ．

 2．室氣二二レシメタル歌態二三テハ假性エオジン嗜好性白血球ノ核分葉ハ24時間後＝於

テハ可成リ三度ノ右方移動ヲナシ，其際ノ卒均核藪ハ探血直後ノ夫二言シ卒均139％ノ比率

ヲ示セリ．帥チ室氣二燭レ汐ル場合＝ハ隅レザル場合二比シテ右：方移動著シ．

    第4章’炭酸瓦斯又八酸素ラ平門シタル注射器内＝於ケル

        家兎血液二丁エオジン嗜郷性自血球ノ核移動

              第1節 實 験 方 法

家兎耳as脈ヨリ室氣二鰯レザル檬注射器内二採取セシ絢句心曹達（0・5％ノ害恰）含有血液（2cc）ヲ静二振
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盟シヨク混和用iシ後，其1ccヲ他ノ注射器二注射針ヲ通ジテ移シ，封照トナシ，而シテ残鯨ノ1ccハ可及

的室氣二燭レザル榛ニシ，豫メ準備セル炭酸瓦斯護生装置叉ハ酸素ボンベ」二蓮結シ，血液ト略等容積ノ

炭酸瓦斯二一酸素ヲ墨型シ，直二注射器ノ尖端ヲ金二二帽子ニテ密封シ，爾帽子ト注射器トノ聞鱒及ビ注

射器ノ外筒ト内栓トノ境界ヲ「ヴァゼリソ」ニテ密封セリ．封照門血液ト等容積ノ冨氣ヲ充唄シ，同様密封

セリ．而シテ十二37℃艀船内二上へ，3，6，9，12，24時間後二於テ爾者共同時二十二高畠シヨク混和シ，

12時間後：叉ハ24時間後二於ケル假性エオジン嗜野性白血球ノ核移動ヲ検索セリ．

 炭酸瓦斯ハKippノ瓦斯護生装置ヲ用ヒ，大理石二十七酸ヲ加ヘテ嚢生田ルモノニシテ，酸素ハ醤療

用ノモノヲ使用セリ．

                第2節實験 成 績

 前節二述べシ如キ方法＝テ可及的室氣二燭レザル様注射器内二絢嚇酸曹蓮含有家兎血液ヲ

採取シ，其血液ト猶々等容積ノ炭酸瓦斯叉ハ酸素ヲ充填シ，37℃癬竈内s貯へ，而シテ12時

間後又ハ24時間後山於ケル假性エオジン嗜好性白血球ノ核移動ヲ検セリ．

 炭酸瓦斯ヲ充填セシ場合

 注射器内血液ハ炭酸瓦斯ヲ充填スレバ，直二暗赤色二二ジ，其後二色セザリキ．

 假性エオジン嗜好性白血球ノ核移動ハ第7，8表二示セシ如ク＝シテ，12時聞後二於テハ

左方移動ヲナシ，其際二於ケル亭均核霜野探血直後ノ夫二劃シ87－76％雫均80％ヲ示シ，24

時聞後二三テハ右方移動ヲナシ，其際＝於ケル4均二面ハ採血直後ノ夫二品シ122－137％ZF

均128％ノ二三ヲ示セリ．然シ樹照臨チ室氣ヲ充填セシ注射器内二於テハ12時心後二於テモ

24時間後昌於テモ右方移動ヲ示シ，24時絶後二於ケル推移度ハ炭酸瓦斯ヲ充填セシモノニ於

第7表  炭酸瓦斯ヲ充填シタル注射器内＝於ケル家兎血液假性

      エオジン嗜好性白血球ノ12時間後ノ核移動

各核型細胞撒 牛  均  核  数實験

�

充填

ｨ質：

経過

條ﾔ

観 察

ﾗ胞数
1 II H工 IV V 實数値 （1塒間後二於ケル李均核激）（％）

（探血直後二於ケル亭均核激）

炭酸

｢斯

探血
ｼ後12時間
100

V

56

U5

31

R1

93 41

＝
1．61

P．40

100

W7
1

室氣
�ﾆ）

探血
ｼ後12時間

〃〃 56

S4

31

R5

920 41

＝
1．61

P．78

100

P11

2

炭酸

｢斯

探血
ｼ後12時開

〃〃 49

V2

37

Q5

13

R

1一

＝
1．66

P．31

100

V9

高直
i封照）

採血
ｼ後12時聞

〃〃 49

T3

37

R8

13

W

11

＝
1．66

P．57

100

X5

3 炭酸

｢斯

探血
ｼ後12時聞

〃〃 38

V1

50

Q4

10

T

2一

二
1．76

P．34

100

V6

季均

炭酸

｢斯

探血
ｼ後12時間

1．68

P．35

100

W0

室氣
i封照）

探血
ｼ後12時聞

1．64

P．68

100

P03

鱈 州

，

［ 8Q ）
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第8表 炭酸瓦斯ヲ充填シタル注射器内二於ケル家兎血液無性

      エオジン嗜好性白血球ノ24時聞後ノ核移動

各核型細胞数         ｛ｵ  均  核  数實験

�

充填：

ｨ質

経過

桾ｷ

観 察

ﾗ胞敷
1 II 工狂

一  

ｳV V 潮害値
（24時心後二於ケル李均核

（採血直後二於ケル李均核

1

炭酸

｢斯

採血
ｼ後24時聞
100

V

59

S5

32

R2

716 26
一1

1．52

P．85

100

P22

鰍臨 〃〃 59

R8

32

R6

716 29
一1 1．52

P．99

100

P31

炭酸

｢斯

探血
ｼ後24時間

〃〃 60

R4

31

R4

825 17

＝
1．50

Q．05

100

P37

室氣
i封照）

探血
ｼ後24時…間

〃〃 60

R2

31

R3

820 111
一4

1．50

Q．22

100

P48

炭酸

｢斯

探血
ｼ後24時間

〃〃

φ39
27

R7

919 26

＝
1．51

P93

100

P28
3

門構
i謡言）

暗面
ｼ後24時間

〃〃 62

S8

27

R3

911 27
一・1 1．51

P．80

100

P19

炭酸

｢斯

探血
ｼ：後24時間 L5ユ

P．94

ユ00

P28

牢均

室氣
i勤照）

探血
ｼ後24時間

1．51

Q．00

100

P32

ケルヨリモ弧カリキ．

 塗抹固定標本上＝於ケル假性エオジン嗜…好性白血球ノ其他ノ形態的所見トシテ：ハ，12時間

後二於テハー般二細胞艦萎縮シ，核斗酒セルモノモ可成り認メラレ，退行性攣化ハ未ダ著シ

カラザルモ，中国ハ核ノ膨大セルモノ，才量網不明トナレルモノ，核ノー部融解そ『ルモノモ

少数二二メラレタリ．24時間後＝於テハ假性エオジン嗜好性白血球バー般二退行性二化ヲ示

シ，核膨大シ，核網不明トナレルモノ多ク，核ノ融解セルモノモ認メラレタリ．

       ち 酸素ヲ充填セシ場合

 注射器内二酸素ヲ充填セシ場合ニハ越中ノ血液ハ常二鮮紅色ヲ呈セリ．假性エオジン嗜好

性白血球ノ核移動ノ成績ハ第9，10表二十セシ如ク＝シテ，12時聞後＝於テモ24時間後二於

テモ三二右方移動ヲナシ，山際二於ケル卒：町上二軍探血直後ノ夫二謝シ，12時聞後二於テハ
               ま
128一一142％雫均136％，24時下後二於テハ126・一一一148％季均135％ノ比傘ヲ示セリ．而シテ其推

移度一封照帥チ室町ヲ充填セシ注射器内二十ケルモノヨリモ十度ナリキ．

 塗抹固定標本上二於ケル假性エオジン嗜…好性白血球ノ其他ノ形態的所見トシテハ，12時間

後二於テ一価般二細胞罷及ビ核共二膨大シ，中ニハ原形質内二卵胞生ゼルモノ，核網不明ト

ナレルモノ，核ノ圓形トナリ鱗介性二濃染セルモノ等アリキ．樹核ノ融解セルモノモ少激二

認メラレタリ．24時間後夢解テハ退行性塗化ノ度進ミ，12時聞後二於テ認メラレシ攣化ハ勿

論，核ノ全ク融解シ頼粒：ノミ三二細胞ノ残i骸トシテ認メラル、モノモアリキ，

                    【§1・〕
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第9表

各核型細胞数 牛實験

�

充聡

ｨ質

経過

梭ﾅ

観 察

ﾗ胞激
1 II II正 工V V 實安値

（12時

（探血

1

酸素

採血
ｼ後12時簡
100

V

47

Q0

38

R7

14

R3

18
一2

1．69

Q．35

室氣
i鋤照）

採血
ｼ後12時間

〃〃 47

S3

38

R3

14

P8

15
一1 1．69

P．88

2

酸素

掬血
ｼ後12時簡

〃〃 45

P6

43

R9

11

R6

19

＝
1．68

Q．38

室氣
i封照）

探血
ｼ後12時間  〃 45

R8

43

S3

11

P4

14
一1

1．68

P．87

3

酸素

採虹
ｼ後12時聞

〃〃 42

Q1

42

S0

13

R0

39

＝
1．77

Q．27

察氣
i封照）

採血
ｼ：後12時聞

〃〃 42

P9 1

42

R4

13

S0

35
一2

1．77

Q．37

酸素

掬凱直：後12時間

1．71

Q．33

李均

室氣
ｯ門）

探血直後12時蘭

1．71

Q．04

 酸素ヲ充墳シタル注射器内＝於ケル家兎血液型性
エオジン嗜好性白血球ノ12時聞後ノ核移動

                   均  核  数

                罎二丁霧諜丁丁（％）

                       撰

100

111

100

142

100

111

100

12，8 ”

100

134

100

136

                            100

                            119

第10表 酸素ヲ充填シタル注射器内＝於ケル家兎血液假性
   エオジン嗜妊性白血球ノ24時間後＝於ケル核移動

各核型細胞敷 牛  均  核  籔實験

�

充填

ｨ質

経過

條ﾔ

襯察

ﾗ胞数
1 II 1II IV v 實歎値 （24時間後二於ケル卒均核鐵）㈱臆後二於ケ、峰均瀦）（％）

酸素

採血
ｼ後24時聞
100

V

45

Q7

37

R7

16

Q7

27
一2 1．75

?D20

100

P2β

1

昼氣
i封照）

探血
ｼ後24時闇

〃〃 45

Q9

37

S5

16

P8

27
一1 1．75

Q．06

100

P18

酸素

採血
ｼ後24時間

〃〃 43

Q6

46

R7

10

Q7

110

＝
1．69

Q．21

100

P31
2

篁氣
ii最盛）

採血
ｼ後24時聞

〃〃 43

R9

46

S1

10

P3

14
一3

1．69

P．91

100

P13

酸素

採血
ｼ後24時間

〃〃 57

Q5

27

R4

14

Q4

211
一6

1．61

Q．39

100

P48
3

室氣
i封照）

採血L
ｼ後24時間

〃〃 57

S0

27

R9

14

P5

25
一1

1．61

P．88

100

P12

酸素

採血
ｼ後24時闇

1．68

Q．27

100

P35
召～均

空氣
i封照）

冷血
ｼ後24時間

1．68

P．95

ユ00

P16

［． 82 ）
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               第3節本章ノ総括

注射器内二家兎血液ヲ塞二二鰯レザル様採取セシ後，其血液ト三々等容積ノ炭酸瓦斯叉・・

酸素ヲ充填シ直ユ密封シ，37℃卵孚竈内＝貯へ，一定下聞毎二静二振盗シ，ヨク混和シ，而シ

テ12時聞後叉パ24時聞後二於ケル假性エオジン嗜好性白血球ノ核移動ヲ槍セリ．其成績ハ次

ノ如シ．

 1．炭酸瓦斯ヲ充填セシ際二巴テハ假性エオジン嗜好姓白血球ノ核分葉ハ12時間後mテみ

左方移動ヲ示シ，二三ノ平均二三ハ操血直後ノ夫二比シ李均80％ヲ示シ，24時間後二於テハ

右方移動ヲナシ，其際皇於ケル雫粘核敷ハ採血直後ノ夫s封シZF均128％ノ比率ヲ示セリ．然

シ24時間後二於ケル推移度ハ謝照帥チ塞氣ヲ充填セシ場合二比シ輕度ナリキ．

 2．酸素ヲ充填セシ場合ニハ假1生エオジン嗜好1生白血球ノ核分葉ハ12時間後二於テモ24時

聞後＝於テモ共二右方移動ヲナシ，野際二於ケル平均核数日剛胆直後二於ケル三二謝シ12時

間後＝テハ李均136％，24時間後二丁テハ平均135％ヲ示セリ．而シテ其推移度ハ共二丁照門

チ室氣ヲ1充填シタルモノニ比シ二度ナリキ．

 以上ノ成績ヨリ観レバ，結局酸素が白血球ノ右方移動二有力ナル原因ヲナスモノナル可

ク，唯酸素ノミヲ加ヘタル場合ニハ早期二核数ノ増加ヲ來シ，且ツ早期二鍵性ヲ來スモノノ

如シ．

               第5章 考   按

 余ハ絢襯酸曹達含有家兎血液二就キ，栓ヲ施サゾル試験管内ト室氣二可及的鰯レザル様密

封セル注射器内トニ於テ二野エオジン嗜好性白血球ノ核分葉ノ右方移動度二大ナル差異アル

ヲ認メタリ．此差異ノ原因ハ何力．爾容器内血液二於ケル條件ノ差異二巴キ考フルニ次ノ2

項ナリ．印チ（1）試験管内血液ハ栓ヲ施サレズ室氣二常二接燭セルニ反シ，注射器内血液ハ

常二室二二燭レザル事，（2）塗抹固定標本製作時二於ケル振回ノ際，試験管内血液ハヨク振

興ザレ，振盈ニヨリ血液ノ接閥スル管壁ノ面廣キニ反シ，注射器丙血液ハ器内＝充満シ密封

サレタレバ，血液ハ試験管内二於ケルヨリモ振盈サレ難ク，振潮脚ヨリ血液ノ干割スル器壁

ノ面モ狡シ．

 先ヅ核移動二樹スル三巴ノ影響二野キ考察センカ，余ノ實験二依レバ開放試瞼管内家兎

血液：二丁テハ振箆セラレシ血液ハ静置セラレシモノヨリモ右方移動ノ度張ケレ共，三二二三

レザル様密封セシ注射器内血液n於テハ振回セラレシ血液ハ静置セラレシモノヨリモ張キ右

方移動ヲ示サズ，尚注射器内二硝子球ヲ入レ，血液ノ振盤ヲヨクシ，叉硝子面ト血液トノ接

醐ヲ大ニスレ共，血液が塞氣二鰯レザルトキハ開放試験管内二於ケル如キ彊キ右方移動ハ認

メラレザリキ．叉第3章島述べシ丁丁ノ示ス如ク，特別ノ「アンプラ」申＝於テモ室氣ナキ三

態二丁テハ家兎血液假性エオジン嗜好性白血球ハ強度ノ右方移動ヲ示サ・“リキ．然ルニ「ア

ンプラ」内家兎血液ヲ塞氣二常二鯛レセシメタル際ハ室氣ナキ歌態二於ケルヨリモ可成り張

度ノ右方移動ヲ示シ，密封注射器内家兎血液二於テモ探血直後試験管二移シ，短時間塞氣二

                  ［ 83 ）
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曝シタルトキハ可及的室氣二丁レシメザリシ血液二三ケルヨリモ，24時二丁二二ケル假性エ

オ諺ン嗜好性白血球ノ核分葉ノ右方移動ハ強度ナリキ．以上ノ余ノ實験ノ結果ヨリ観レバ，

開放試験管内家兎血液＝於ケル假性エオジン嗜好性白血球ノ核分葉ノ右方移動ノ彊度ナルハ

軍r早世昌ヨル機械的原因＝ヨルモノトハ思考シ難ク，試験管が栓ヲ施サレズ血液が塞氣二

接鰯セシタメナラント推察セラル．然うバ絢構酸曹達含有家兎血液ヲ室氣二曝セバ何故二假

性エオジン嗜好性白血球ノ核分葉ハ彊度ノ右方移動ヲナスカ．凝固防止剤含有血液ヲ三三二

半セバ水分蒸護シ，血液ハ濃縮シ甲張性ハ増彊ス．然姦之ハ右方移動ノ原因＝アラザルハ，

第1章二述ベシ胃腔ノ結果，帥チ開放試験管内家兎血液二丁テ時々微量ヅ・滅菌蒸溜水ヲ

注加セシ甲骨ラズ，24時間後＝於テハ假性エオジン嗜好性白血球ノ核分葉ハ強度ノ右方移動

ヲナセシコトヨリ観ルモ明ラカナルコト＝シテ，尚入江！研究帥チ血液ノ粘張度高マレバ左

方移動ストノ報告モ亦此ノー誰左ナリ．、

 血液ノ粘張性ノ高マルコトガ右方移動ノ原因ニアラズトセバ，開放試験管内家兎血液＝於

ケル假性エオジン嗜好性白血球ノ核分葉ノ張度ナル右方移動ハ室氣中ノアル化學成分が作用

セシナラント疑フハ當然ナリ．先ヅ炭酸瓦斯二丁キ核移動トノ關係ヲ観ル＝，炭酸瓦斯ヲ充

填セシ注射器内二於ケル家兎血液二於テハ假性エオジン嗜好性白血球ノ核分葉ハ12時間後

二於テハ左方移動ヲナシ，24時間後ニチハ右方移動ヲ示セシモ，樹照帥チ室氣ヲ充填セシモ

ノニ比シ其推移度肝度ナラズ，然シ酸素二二テ観ルニ，酸素ヲ充填セシ注射器内＝於ケル家

兎血液二於テハ假性エオジン嗜好性白血球ノ核分葉ハ12時丁丁叉ハ24時聞四二於テ共＝右

方移動ヲナシ，室氣ヲ充填セシモノニ比シ其推移引張度ナリキ．故二絢丁丁曹達含有家兎血

液が栓ヲ施サ’X“ル試験管内＝於テ假性エオジン嗜好性白血球ノ核分葉ノ丁度ナル右方移動

ヲ示スハ，恐ラク室氣中ノ酸素が大ナル役割ヲ演ズルモノナラント思考セラル．然うバ酸素

が假性エオジン嗜好性白血球ノ核分葉ノ右方移動ヲ惹起スル機三二就キ考察センカ，”多核

白血球ノ核分葉ハ「アメe一一一バ檬運動二結果スルモノナリ〃トノ読（Arnord，：Brugsch， Grawitz，

：Hi】1er， Neumann， Schilling等々）アリ，叉酸素ト「アメーバ様蓮動トノ關係ヲ槻ルニKUhne，

Pautinハ「アメーバ」二就テ， Engelmann，：LandoisJ Ranvierハ白血球二就テ夫々「アメーバ

笹野動二丁目ル酸素ノ影響二丁キ研究シ，氏等ハ酸素ノ遮断ニョリ蓮動中止シ，酸素ノ供給ニ

ヨリ再ビ蓮動開始スルコトヲ潤目，省：Landois， Ranvierハ白血球ノ生命二酸素ハ峡ク可カラ

ザルモノナリト言明セリ．此等ノ凹田リスレバ密封セル注射器内二野テハ開放試験管内二於

、ケルヨリモ假性エオジン嗜好性白血球ノ核分葉ノ右方移動ノ野州ナルハ酸素ノ丁丁ニヨリ

「アメーバ様蓮二二濃ナラザルタメナランカト思考セラル．然シ：Freischmalmハm／200 HCN

ニテ白血球ノ呼吸ヲ完全二丁チタル際ニモ白血球ノ解糖作用，貧喰作用，「アメーバ檬蓮下

川完全羽撃タレリト．』術：Na：Fニョリ呼吸及ビ解糖作用ヲ二二経チタルトキハ，此等ノ機能

ハ治失セシコトヨリ，無酸素生存ノ際＝一於テハ白血球ノ「アメ・一バ様四二，貧喰作用ハ含水

炭素が乳酸二分解スルコトニヨリテ稜生田ラル・「エネルギt一・・」ト關係アルモノナラント言及

セリ・又蓮動ト核分葉1・ノ關係二就テモ回読アリテ，Weidenreichハ白血球ヲ蓮動歌態，叉
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ハ齢止状態二三テ周定シ，夫等ノ種々ノ像ヨリ核分葉ハ細胞ノ蓮動トハ關係ナク，特別ノ内

部ノ規則正シキ生活過程ニヨルモノナラント言ヘリ．余ハ開放セル試駿管内二丁テ1“般＝

蓮動綾慢ナル淋巴球が屡々張キ核分葉ノ歌ヲ呈スルヲ認メタリ．此等ノ事ヨリ考フレバ，果

シデ開放試験管内ト密封セル注射器内ト＝於ケル假性エ穿ジン嗜好性白血球ノ右方移動度ノ

差異ハ酸素ノ有無＝ヨル白血球ノ「アメーバ檬蓮動ノ活淡不活濃ニヨルモノナランヤ．將叉

酸素が白血球ノ新鮮代謝二参與セルタメニ惹起スル結果ナランヤ．之ハ帥断ヲ許サ“ル・トコ

ロニシテ，樹今後研究ヲ要スベキ問題ナリ．

                本編ノ総括

前述ノ各高志二於ケノ城績ヲ三三スレバ…突ノ如シ．

 1．試験管内二探取セシ絢乱心曹達（0．5％ノ割合）含有家兎血液ヲ栓ヲ施サズ，37℃艀二二

二二へ，一定時聞毎二元容積ヲ保タシメル様滅菌蒸溜水ヲ微量ヅ・注加シ静二撹量ら血液

ノ濃縮ヲ防ギテ24時間維過セシ際ハ假性エオジン嗜好性白血球ハ張度ノ右方移動ヲ示セリ．

但シ劣滲透塵性血液二於テハ核型ノ左方移動ヲ來スコトハ小野田氏ノ謹明セシ所ナリ．

 2．絢櫛酸曹達含有家兎血液ヲ義血直後試験管内＝移シ，短時二二二二曝セシ後，注射器

内二室三二鰯レザル様密封シ，37℃艀竈内二貯へ，一一定時聞毎二静二振盗シヨク混和シ，

而シテ24時間後二於ケル假性エオジン嗜好性白血球ノ核移動ヲ槍セシニ，假性エオジン喀好

性白血球ノ核分葉ハ右方移動ヲナシ，其推移度ハi射照帥チ可及的室氣二三レシメザリシ血液

二比シ少シク強度ナリキ．帥チ三際二二ケル二二二二：ハ採血直後ノ夫＝樹シ平均127％ヲ示

セリ．

 3．絢乳酸曹達含有家兎血液ヲ特別ノ活栓付「アンプラ」内二於テ室氣ナキ歌態昌置キ，、又

ハ探血直後暫時室氣ナキ歌心二置キタル後活栓ヲ開キ二三二三レシメタル歌態ニシ，而シテ

370C艀竈内二貯へ，一定時間毎二静二振堂シヨク混和シ，其際二三ケル假性エオジン嗜好性

白血球ノ核移動ヲ槍セリ．然ル時ハ室氣ナキ「アンプラ」内＝於テハ假性エオジン嗜好性白血

球ノ核分葉ハ12時間後二於テハ左方移動ヲナシ，其際二於ケル卒均核数ハ探血直後ノ夫二謝

シ準均92％ヲ示シ，24時間後二於テハ右方移動ヲナシ，平均核数♪、採血直後ノ夫二樹シ挙均

111％ヲ示セリ．「アンプラ」ノ活栓ヲ開キ，塞氣二隅レセシメタ＞v際ニハ24時聞後＝於テハ

可成リ彊度ノ右方移動ヲナシ，其際ノ準均核藪ハ探血直後ノ夫二謝シ亭均139％ノ比率ヲ示

セリ．

 4．注射器内二塞氣二燭レザル様家兎血液（1cc）ヲ弓取シ，其血液ト略々等容積ノ炭酸瓦斯

5〈 2・酸素ヲ充填シ，直二密封シ，37。C卵三内二貯へ，一定時聞毎二静二振盧シヨク混和シ，

而シテ12時聞後叉ハ24時間三二於ケル假性エオジン嗜好性白血球ノ核移動ヲ槍セリ．炭酸瓦

斯ヲ充填セシ際ハ12時間後二於テハ左方移動ヲナシ，二三ノ亭均回数ハ採血直後ノ三二比シ

80％ヲ示シ，24時間後二於テハ右方移動ヲナシ，其二二於ケル亭均核数ハ採血直後ノ夫二三

シ128％ヲ示セリ．酸素ヲ充填セシ際ハ12時闇後叉ハ24時間後＝於テ共二右方移動ヲナシ，
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其際ノ早均核数♪、探血直後ノ夫二封シ12時闇後ニチハ136％，24時聞後二於テハ135％ヲ示セ

リ、樹照師チ室氣ヲ充填セシ際ハ12時闇，24時闇後共二右方移動ヲ示セシが其推移度ハ酸素

ヲ充填セシモノニ比シ輕度ニシテ，炭酸瓦斯ヲ充填セシモノニ比シ強度ナリキ．

要スル＝開放試験管内＝於ケル白血球ノ著シキ右方移動ハ室氣；1接燭冬ルコトニ基因スル

eノニシテ，殊二室氣申ノ炭酸瓦斯ニヨルコト少ク，其酸素ノ作用ニヨルモノト思考サル。

但シ窒素ノ作用二就テハ今後ノ研究二倹ツ所ナリ．
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